
議案第８５号 

 

   南あわじ市企業立地の促進等による地域における産業集積の形成 

及び活性化のための固定資産税の課税免除に関する条例の一部を 

改正する条例制定について 

 

 南あわじ市企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性化

のための固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例を別紙のと

おり制定する。 

 

  平成２９年１２月４日提出 

 

南あわじ市長 守 本 憲 弘  

 



南あわじ市条例第  号 

 

   南あわじ市企業立地の促進等による地域における産業集積の形成 

及び活性化のための固定資産税の課税免除に関する条例の一部を 

改正する条例 

 

南あわじ市企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性化

のための固定資産税の課税免除に関する条例（平成 20 年南あわじ市条例第 44

号）の一部を次のように改正する。 

題名を次のように改める。 

  南あわじ市地域経済牽引事業の促進のための固定資産税の課税免 

除に関する条例 

 第１条を次のように改める。 

 （目的） 

第１条 この条例は、地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強

化に関する法律（平成 19 年法律第 40 号。以下「法」という。）第２条に規定

する地域経済牽
けん

引事業のための施設を設置するものに対し、地方税法（昭和

25 年法律第 226 号）第６条第１項の規定に基づき固定資産税の課税を免除す

ることによって、地域の成長発展の基盤強化を図ることを目的とする。 

 第２条第１項を次のように改める。 

 市長は、法第６条に規定する同意基本計画において定められた法第４条第

２項第１号に規定する促進区域（以下「同意促進区域」という。）内において、

法第４条第６項の規定による基本計画の同意の日から起算して５年以内に、

法第 17 条に規定する承認地域経済牽引事業のための施設のうち、地域経済

牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に関する法律第 25 条の地

方公共団体等を定める省令（平成 19 年総務省令第 94 号）第２条に規定する

対象施設を設置した事業者（法第 14 条第１項に規定する承認地域経済牽引

事業者に限る。）について、当該対象施設の用に供する家屋若しくは構築物

（当該対象施設の用に供する部分に限るものとし、事務所等に係るものを除

く。） 又はこれらの敷地である土地（以下これらを「対象固定資産」という。）



に対して課する固定資産税の課税を免除することができる。 

 第２条第２項中「当該固定資産を」を「対象固定資産のいずれかを最初に」

に改める。 

 第３条第２号中「当該固定資産」を「対象固定資産」に改める。 

 第５条及び第６条を次のように改める。 

（課税免除の取消し） 

第５条 市長は、固定資産税の課税免除を受けた者が次の各号のいずれかに該

当するときは、当該課税免除を取り消すことができる。 

⑴ 法第 14 条第２項の規定により承認を取り消されたとき。 

⑵ 事業を廃止し、又は休止したとき。 

⑶ 虚偽の申請その他不正行為により課税免除を受けたとき。 

⑷ 市税の滞納があるとき。 

（課税免除の承継） 

第６条 市長は、固定資産税の課税免除を受けている者に相続、合併等の理由

により変更が生じたときは、対象施設において事業が継続される場合に限り、

承継者からの届出により当該課税免除の承継をさせることができる。 

 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ 企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性化に関する

法律の一部を改正する法律（平成 29 年法律第 47 号）附則第３条第１項の規

定によりなお従前の例により承認を受けた企業立地計画及び同条第２項の規

定によりなおその効力を有するものとされた企業立地計画による事業に関す

る固定資産税の課税免除については、なお従前の例による。 

 （南あわじ市離島振興対策実施地域における固定資産税の課税免除に関する

条例の一部改正） 

３ 南あわじ市離島振興対策実施地域における固定資産税の課税免除に関する

条例（平成 17 年南あわじ市条例第 70 号）の一部を次のように改正する。 



  第８条中「南あわじ市企業立地の促進等による地域における産業集積の形

成及び活性化のための固定資産税の課税免除に関する条例」を「南あわじ市

地域経済牽引事業の促進のための固定資産税の課税免除に関する条例」に改

める。 

 （南あわじ市地方活力向上地域における固定資産税の不均一課税に関する条

例の一部改正） 

４ 南あわじ市地方活力向上地域における固定資産税の不均一課税に関する条

例（平成 28 年南あわじ市条例第 17 号）の一部を次のように改正する。 

 第９条中「南あわじ市企業立地の促進等による地域における産業集積の形

成及び活性化のための固定資産税の課税免除に関する条例」を「南あわじ市

地域経済牽引事業の促進のための固定資産税の課税免除に関する条例」に改

める。 



南あわじ市企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性化のための固定資産税の課税免除に関する条例新旧対照表 

現     行 改  正  案 備 考 

南あわじ市企業立地の促進等による地域における産業集 

積の形成及び活性化のための固定資産税の課税免除に関 

する条例 

南あわじ市地域経済牽引事業の促進のための固定資産税 

の課税免除に関する条例 

 

（目的） （目的）  

第１条 この条例は、地方税法（昭和25年法律第226号）第６条第１

項の規定に基づき、企業立地の促進等による地域における産業集積

の形成及び活性化に関する法律（平成19年法律第40号。以下「法」

という。）第７条第１項に規定する同意基本計画（以下「同意基本

計画」という。）において定められた法第４条第２項第２号に規定

する集積区域（以下「同意集積区域」という。）内において、法第

９条第１項に規定する特定事業のための施設を設置した者につい

て、固定資産税の課税を免除することによって、市における産業集

積の形成及び活性化を図ることを目的とする。 

第１条 この条例は、地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展

の基盤強化に関する法律（平成19年法律第40号。以下「法」という。）

第２条に規定する地域経済牽
けん

引事業のための施設を設置するものに

対し、地方税法（昭和25年法律第226号）第６条第１項の規定に基づ

き固定資産税の課税を免除することによって、地域の成長発展の基

盤強化を図ることを目的とする。 

 

（固定資産税の課税免除） （固定資産税の課税免除）  

第２条 市長は、同意集積区域において、法第５条第５項の規定によ

る基本計画の同意の日から起算して５年以内に、法第14条第３項の

規定により承認された企業立地に関する計画（法第15条第１項の規

定による変更の承認があったときは、その変更後のもの）に従って

法第９条第１項に規定する特定事業のための施設のうち、企業立地

の促進等による地域における産業集積の形成及び活性化に関する法

律第20条の地方公共団体等を定める省令（平成19年総務省令第94

号。以下「省令」という。）第３条に規定する施設（以下「対象施

第２条 市長は、法第６条に規定する同意基本計画において定められ

た法第４条第２項第１号に規定する促進区域（以下「同意促進区域」

という。）内において、法第４条第６項の規定による基本計画の同意

の日から起算して５年以内に、法第17条に規定する承認地域経済牽

引事業のための施設のうち、地域経済牽引事業の促進による地域の

成長発展の基盤強化に関する法律第25条の地方公共団体等を定める

省令（平成19年総務省令第94号）第２条に規定する対象施設を設置し

た事業者（法第14条第１項に規定する承認地域経済牽引事業者に限

 



設」という。）を設置した事業者（当該同意基本計画に定められた

法第５条第２項第６号に規定する指定集積業種であって、省令第４

条に規定する業種に属する事業を行う者に限る。）について、当該

対象施設の用に供する家屋若しくは償却資産又はこれらの敷地であ

る土地（以下これらを「固定資産」という。）に対して課する固定

資産税について課税免除をすることができる。 

る。）について、当該対象施設の用に供する家屋若しくは構築物（当

該対象施設の用に供する部分に限るものとし、事務所等に係るもの

を除く。）又はこれらの敷地である土地（以下これらを「対象固定資

産」という。）に対して課する固定資産税の課税を免除することがで

きる。 

２ 前項の規定により固定資産税について課税免除をすることができ

る期間は、当該固定資産を当該事業の用に供した日以後最初の１月

１日を賦課期日とする年度以降３箇年度とする。 

２ 前項の規定により固定資産税について課税免除をすることができ

る期間は、対象固定資産のいずれかを最初に当該事業の用に供した

日以後最初の１月１日を賦課期日とする年度以降３箇年度とする。 

 

（課税免除の申請） （課税免除の申請）  

第３条 前条第１項の規定により固定資産税の課税免除を受けようと

する者は、毎年１月31日までに、次に掲げる事項を記載した申請書

を市長に提出しなければならない。 

第３条 前条第１項の規定により固定資産税の課税免除を受けようと

する者は、毎年１月31日までに、次に掲げる事項を記載した申請書を

市長に提出しなければならない。 

 

(1) 略 (1) 略  

(2) 当該固定資産の所在地、取得価額及び取得年月日 (2) 対象固定資産の所在地、取得価額及び取得年月日  

(3) 略 (3) 略  

第４条 略 第４条 略  

（課税免除の取消し） （課税免除の取消し）  

第５条 市長は、虚偽の申請その他不正行為により固定資産税の課税

免除を受けた者又は納期限の到来した市税を完納しない者が固定資

産税の課税免除を受けた場合においては、その者に係る課税免除を

取り消すものとする。 

第５条 市長は、固定資産税の課税免除を受けた者が次の各号のいず

れかに該当するときは、当該課税免除を取り消すことができる。 

(1) 法第14条第２項の規定により承認を取り消されたとき。 

(2) 事業を廃止し、又は休止したとき。 

(3) 虚偽の申請その他不正行為により課税免除を受けたとき。 

(4) 市税の滞納があるとき。 

 



（課税免除の承継） （課税免除の承継）  

第６条 固定資産税の課税免除を受けている者に相続、合併等の理由

により変更が生じたときは、対象施設において事業が継続される場

合に限り、承継者は、市長に届け出て当該課税免除の承継を受ける

ことができる。 

第６条 市長は、固定資産税の課税免除を受けている者に相続、合併

等の理由により変更が生じたときは、対象施設において事業が継続

される場合に限り、承継者からの届出により当該課税免除の承継を

させることができる。 

 

第７条以下 略 第７条以下 略  

   

 



南あわじ市離島振興対策実施地域における固定資産税の課税免除に関する条例新旧対照表（附則第３項関係） 

現     行 改  正  案 備 考 

第１条～第７条 略 第１条～第７条 略  

（適用除外） （適用除外）  

第８条 この条例の規定は、南あわじ市企業立地の促進等による地域

における産業集積の形成及び活性化のための固定資産税の課税免除

に関する条例（平成20年南あわじ市条例第44号）の規定による固定

資産税の課税免除又は南あわじ市地方活力向上地域における固定資

産税の不均一課税に関する条例（平成28年南あわじ市条例第17号）

の規定による固定資産税の不均一課税の適用を受けるものについて

は、適用しない。 

第８条 この条例の規定は、南あわじ市企業立地の促進等による地域

における産業集積の形成及び南あわじ市地域経済牽引事業の促進の

ための固定資産税の課税免除に関する条例（平成20年南あわじ市条

例第44号）の規定による固定資産税の課税免除又は南あわじ市地方

活力向上地域における固定資産税の不均一課税に関する条例（平成2

8年南あわじ市条例第17号）の規定による固定資産税の不均一課税の

適用を受けるものについては、適用しない。 

 

第９条 略 

 

第９条 略  

 



南あわじ市地方活力向上地域における固定資産税の不均一課税に関する条例新旧対照表（附則第４項関係） 

現     行 改  正  案 備 考 

第１条～第８条 略 第１条～第８条 略  

（適用除外） （適用除外）  

第９条 この条例の規定は、南あわじ市離島振興対策実施地域におけ

る固定資産税の課税免除に関する条例（平成17年南あわじ市条例第7

0号）、南あわじ市農村地域工業等導入地区における固定資産税の課

税免除に関する条例（平成17年南あわじ市条例第71号）又は南あわ

じ市企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性

化のための固定資産税の課税免除に関する条例（平成20年南あわじ

市条例第44号）の規定による固定資産税の課税免除の適用を受ける

ものについては、適用しない。 

第９条 この条例の規定は、南あわじ市離島振興対策実施地域におけ

る固定資産税の課税免除に関する条例（平成17年南あわじ市条例第7

0号）、南あわじ市農村地域工業等導入地区における固定資産税の課

税免除に関する条例（平成17年南あわじ市条例第71号）又は南あわ

じ市地域経済牽引事業の促進のための固定資産税の課税免除に関す

る条例（平成20年南あわじ市条例第44号）の規定による固定資産税

の課税免除の適用を受けるものについては、適用しない。 

 

第10条 略 第10条 略  

 

 



議案第８６号 

 

南あわじ市地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を 

定める条例の一部を改正する条例制定について 

 

南あわじ市地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。 

 

  平成２９年１２月４日提出 

 

南あわじ市長 守 本 憲 弘  

 

 



南あわじ市条例第  号 

 

南あわじ市地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を 

定める条例の一部を改正する条例 

 

南あわじ市地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を定める条例

（平成 27 年南あわじ市条例第 14 号）の一部を次のように改正する。 

第１条中「第 115 条の 46 第４項」を「第 115 条の 46 第５項」に改める。 

 第３条第１項第３号を次のように改める。 

⑶ 主任介護支援専門員（介護支援専門員であって、介護保険法施行規則（平

成 11 年厚生省令第 36 号）第 140 条の 68 第１項第１号に規定する主任介

護支援専門員研修を修了したもの（当該研修を修了した日（以下この号に

おいて「修了日」という。）から起算して５年を経過した者にあっては、

修了日から起算して５年を経過するごとに、当該経過する日までの間に、

同項第２号に規定する主任介護支援専門員更新研修を修了している者に

限る。）をいう。）その他これに準ずる者 １人 

 

附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この条例による改正後の南あわじ市地域包括支援センターの職員及び運営

に関する基準を定める条例の一部を改正する条例第３条第１項第３号に規定

する主任介護支援専門員には、介護保険法施行規則の一部を改正する省令（平

成 29 年厚生労働省令第 48 号。以下「平成 29 年改正省令」という。）附則第

２条第１項及び第２項の規定により介護保険法施行規則（平成 11 年厚生省令

第 36 号）第 140 条の 66 第１号イ⑶に規定する主任介護支援専門員に該当す

ることとなる者並びに平成 29 年改正省令附則第２条第４項の規定によりな

お従前の例によることとされる平成 29 年改正省令による改正前の介護保険

法施行規則第 140 条の 66 第１号イ⑶（平成 29 年改正省令附則第３条の規定



による改正前の介護保険法施行規則の一部を改正する省令（平成 27 年厚生労

働省令第 19 号）附則第３条の規定により読み替えて適用される場合を含む。）

に規定する主任介護支援専門員を含むものとする。 



   南あわじ市地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を定める条例新旧対照表 

現     行 改  正  案 備 考 

（趣旨） （趣旨）  

第１条 この条例は、介護保険法（平成９年法律第123号。以下「法」

という。）第115条の46第４項に規定する地域包括支援センターの職

員及び運営に関する基準を定めるものとする。 

第１条 この条例は、介護保険法（平成９年法律第123号。以下「法」

という。）第115条の46第５項に規定する地域包括支援センターの職

員及び運営に関する基準を定めるものとする。 

 

第２条 略 第２条 略  

（人員に関する基準） （人員に関する基準）  

第３条 略 第３条 略  

⑴・⑵ 略 ⑴・⑵ 略  

⑶ 主任介護支援専門員（介護保険法施行規則第140条の68第１項に

規定する主任介護支援専門員研修を修了した者をいう。）その他

これに準ずる者 １人 

⑶ 主任介護支援専門員（介護支援専門員であって、介護保険法施

行規則（平成11年厚生省令第36号）第140条の68第１項第１号に規

定する主任介護支援専門員研修を修了したもの（当該研修を修了

した日（以下この号において「修了日」という。）から起算して

５年を経過した者にあっては、修了日から起算して５年を経過す

るごとに、当該経過する日までの間に、同項第２号に規定する主

任介護支援専門員更新研修を修了している者に限る。）をいう。）

その他これに準ずる者 １人 

 

２ 略 ２ 略  

   

 



議案第８７号 

 

南あわじ市農業共済条例の一部を改正する条例制定について 

 

 南あわじ市農業共済条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。 

 

  平成２９年１２月４日提出 

 

南あわじ市長 守 本 憲 弘  

 



南あわじ市条例第  号 

 

   南あわじ市農業共済条例の一部を改正する条例 

 

 南あわじ市農業共済条例（平成 17 年南あわじ市条例第 194 号）の一部を次の

ように改正する。 

 第 88 条の 54 に次のただし書を加える。 

  ただし、同条第３項前段の規定により市長が定める園芸施設共済の危険段

階別の共済掛金率は、同項後段の規定による園芸施設危険段階基準共済掛金

率と同率とする。 

 第 88 条の 55 第１項中「園芸施設共済の共済掛金率」の次に「、各危険段階

に属する園芸施設共済加入者の氏名又は名称(園芸施設共済加入者たる法人の

代表権を有する者の氏名を含む。以下この条において同じ。)、住所」を加え、

同条第２項中「事項」の次に「（園芸施設共済加入者の氏名又は名称及び住所を

除く。）」を加え、同条第３項に次のただし書を加える。 

  ただし、園芸施設共済加入者の氏名又は名称及び住所については、当該園

芸施設共済加入者に係るものに限るものとする。 

 

   附 則 

  (施行期日) 

１ この条例は、平成 30 年４月１日から施行する。 

  (経過措置) 

２ この条例による改正後の南あわじ市農業共済条例の規定は、この条例の施

行の日以後に共済責任期間を開始する共済関係について適用し、同日前に共

済責任期間を開始する共済関係については、なお従前の例による。 



南あわじ市農業共済条例新旧対照表 

現     行 改  正  案 備 考 

第１条～第88条の53 略 第１条～第88条の53 略  

（共済掛金率） （共済掛金率）  

第88条の54 園芸施設共済の共済掛金率は、施設区分（法第120条の23

第１項の施設区分をいう。）ごと及び園芸施設共済の共済目的等に

よる種別（法第120条の23第１項の園芸施設共済の共済目的等による

種別をいう。）ごとに、第２条に規定する区域の属する地域に係る

法第120条の23第１項の園芸施設基準共済掛金率と同率とする。 

第88条の54 園芸施設共済の共済掛金率は、施設区分（法第120条の23

第１項の施設区分をいう。）ごと及び園芸施設共済の共済目的等に

よる種別（法第120条の23第１項の園芸施設共済の共済目的等による

種別をいう。）ごとに、第２条に規定する区域の属する地域に係る

法第120条の23第１項の園芸施設基準共済掛金率と同率とする。ただ

し、同条第３項前段の規定により市長が定める園芸施設共済の危険

段階別の共済掛金率は、同項後段の規定による園芸施設危険段階基

準共済掛金率と同率とする。 

 

（園芸施設共済掛金率等一覧表の備置き及び閲覧） （園芸施設共済掛金率等一覧表の備置き及び閲覧）  

第88条の55 市長は、園芸施設共済の共済掛金率、共済金額、加入者

負担共済掛金率等を記載した園芸施設共済掛金率等一覧表を作成

し、これを市役所に備えて置かなければならない。ただし、当該一

覧表の内容を、電子計算機に備えられたファイル又は磁気ディスク

に記録及び保存をすれば、その作成と備置きを行わないものとする

ことができる。 

第88条の55 市長は、園芸施設共済の共済掛金率、各危険段階に属す

る園芸施設共済加入者の氏名又は名称(園芸施設共済加入者たる法

人の代表権を有する者の氏名を含む。以下この条において同じ。)、

住所、共済金額、加入者負担共済掛金率等を記載した園芸施設共済

掛金率等一覧表を作成し、これを市役所に備えて置かなければなら

ない。ただし、当該一覧表の内容を、電子計算機に備えられたファ

イル又は磁気ディスクに記録及び保存をすれば、その作成と備置き

を行わないものとすることができる。 

 

２ 市長は、前項に掲げる事項が改定されたときは、当該事項を公示

しなければならない。 

２ 市長は、前項に掲げる事項（園芸施設共済加入者の氏名又は名称

及び住所を除く。）が改定されたときは、当該事項を公示しなけれ

 



ばならない。 

３ 園芸施設共済加入者は、いつでも、第１項の園芸施設共済掛金率

等一覧表の閲覧を求めることができる。 

３ 園芸施設共済加入者は、いつでも、第１項の園芸施設共済掛金率

等一覧表の閲覧を求めることができる。ただし、園芸施設共済加入

者の氏名又は名称及び住所については、当該園芸施設共済加入者に

係るものに限るものとする。 

 

第88条の56以下 略 第88条の56以下 略  

   

 



議案第８８号 

 

淡路広域行政事務組合規約の変更について 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８６条第１項の規定により、淡

路広域行政事務組合規約を次のとおり変更することについて、協議する。 

よって、地方自治法第２９０条の規定により、議会の議決を求める。 

   

  平成２９年１２月４日提出 

南あわじ市長 守 本 憲 弘 



   淡路広域行政事務組合規約の一部を改正する規約 

 

淡路広域行政事務組合規約（昭和47年兵庫県指令地第5267号）の一部を次の

ように改正する。 

第３条第６号中「農業災害補償法」を「農業保険法」に改め、「農業共済事業」

の次に「及び農業経営収入保険事業」を加える。 

 

附 則 

この規約は、平成30年４月１日から施行する。 

 



淡路広域行政事務組合規約新旧対照表 

現     行 改  正  案 備 考 

第１条・第２条 略 第１条・第２条 略  

（共同処理する事務） （共同処理する事務）  

第３条 組合は、次の各号に掲げる事務を共同処理する。ただし、第

６号に係る事務については、洲本市及び淡路市の区域に係るものに

限る。 

 ⑴～⑸ 略 

 ⑹ 農業災害補償法（昭和22年法律第185号）に基づく農業共済事 

業に関する事務 

 ⑺ 略 

第４条以下 略 

第３条 組合は、次の各号に掲げる事務を共同処理する。ただし、第

６号に係る事務については、洲本市及び淡路市の区域に係るものに

限る。 

⑴～⑸ 略 

⑹ 農業保険法（昭和22年法律第185号）に基づく農業共済事業及び

農業経営収入保険事業に関する事務 

 ⑺ 略 

第４条以下 略 

 

   

 



議案第８９号 

 

湊地区公民館改修工事請負変更契約の締結について 

 

南あわじ市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例

（平成１７年南あわじ市条例第４６号）第２条の規定に基づき、先に工事請負

契約を締結した湊地区公民館改修工事について、下記のとおり工事請負変更契

約を締結するため、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条第１項第

５号の規定により、議会の議決を求める。 

 

  平成２９年１２月４日提出 

 

南あわじ市長 守 本 憲 弘  

 

記 

 

１ 契 約 の 目 的  湊地区公民館改修工事 

２ 変 更 契 約 金 額  ２３９，０６０，１６０円 

     （現契約金額  ２１３，４６２，０００円） 

３ 今回変更による増額   ２５，５９８，１６０円 

４ 契 約 の 相 手 方  株式会社森長組 

代表取締役 森 長義 
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